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「入りたい学校」を受検できる仕組みへ改善 


資料２





これまでの府立高校改革の経緯と現状





教育内容の充実


○英語のコミュニケーション能力の向上に向けた取組推進


○ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ（文部科学省指定）における成果の共有


○大学での受講や大学生による学習支援などの高大連携の取組を実施


○中退・不登校などの課題が集中して現れている学校での独自の学力向上


方策への支援　　など





安心して学べ、夢をかなえる環境整備


○生徒支援体制の充実


（スクールカウンセラーや中退防止コーディネータの配置、適応指導教室）


○実践的キャリア教育･職業教育の支援　　など





校長の権限と責任による学校経営の推進


○「学校経営計画」の策定とPDCAサイクルによる計画推進


○校長マネジメント支援(計画立案への指導・助言、予算・人事の支援) 


○課題解決や教育実践の成果を評価して教育活動･設備の充実を支援 など





⇒　資料５ 参照














入学者選抜制度の改善














⇒　資料６ 参照





H22選抜：公立高校の授業料不徴収（私立は一部支援）


H23選抜：公私間の生徒受入分担比率の設定廃止


私立高校の授業料無償化の拡大


　　　　　　　　　　⇒　公私間の流動化が発生





大阪の高校を取り巻く近年の変化


○ 人口減少社会の到来と少子高齢化の進展


○ 国際化・経済のグローバル化の進展


○ 格差の増大と固定化


○ 雇用環境の変化





論点③


生徒数の動向等を見込んだ府立高校の適正配置の考え方





論点②


「入ってよかった学校」をめざした府立高校のさらなる魅力づくり





論点①


社会情勢の変化を踏まえた今後の府立高校が担うべき役割（私立高校との違い）





○ 特に大阪では、志望校選択時に経済的要素を


考慮する必要性が低下





府立高校の将来像








⇒　資料３ ・資料４ 参照





■ 基本的な考え方


○ 府立高校の果たすべき役割


・高校進学希望者に対する就学機会の保障


・次代を担う人材の育成


・生徒の多様な教育ニーズに応え、進路実現の支援


○ 施策の方向性


・生徒一人ひとりの興味･関心、能力･適性、進路希望等に対応し、多様な学習と幅広い進路選択ができるよう、特色づくりを推進


・適正規模・適正配置の観点から再編整備を推進し、活力ある学校づくりを進める


・「卓越性」と「公平性」を高水準で両立し、府立高校全体の教育の質を向上





■ これまでの改革の流れ


○ H11：教育改革プログラム　（H20再編整備計画完了）


　　　↓　…　特色づくりと適正配置の観点による再編整備の推進


○ H21：「大阪の教育力」向上プラン　（前期計画期間：H21～25）


↓　…　特色づくり･再編整備の成果と課題を踏まえ、特色化を


↓　　 さらに推進し、個性化を拡大





教育施設･設備の整備


○学校施設の耐震化･学校改修の促進


○特別教室の空調整備


○ICT化の推進（校務処理システムの全校実施（H25～運用））　など





※網掛け部分は現行プランに基づき設置したもの（うち、専門コース設置は22校、


体育科及び中高一貫校は1校のみ該当）。また、中高一貫校は再掲扱い。





新たな課題等








「入ってよかった学校」をめざした取組





【H24】＊昼間の学校（138校）の平均募集学級数：7.3学級





【H11】＊全日制（155校）の平均募集学級数：7.5学級





幅広い教育ニーズに応えるための府立高校の充実





現　状








これまでの経緯











